





























Validation of Early Childhood Education and Care Based on the Competence Necessary for 
Transition from Kindergartens to Elementary School and Involvement of Caregivers
Akiko Ikeda
Abstract: In this research, we aimed to observe the transformation of infant’s competence and 
verify the effect of early childhood education and care to foster necessary abilities for transition 
from kindergartens to elementary school. We set ten abilities (spontaneity, competence, morality, 
metacognition, self-control competence, thinking competence, sensory and perception, exercise 
capacity, language competence, expressiveness) to nurture during transition from kindergartens 
to elementary school. 
1. Then we asked the older-child class teacher to educate and care with these ten abilities 
aware. 2. Then we asked the older-child class teacher to educate and care nourishing these 
ten abilities. Before and after this education and care, we video recorded the children playing 
with blocks and analyzed. As a result, positive significant differences were found in morality, 
self-control competence, exercise capacity and language competence. In the transition from 
kindergartens to elementary school, it is necessary to pay close attention to the competence 
of infants, but we found that to evaluate the competence of an infant, it is necessary to select 
more.
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前半a 後半b 全体 前半c 後半d 全体
自発性 0 0 0 0 0 0
有能性 6 4 10 12 5 17
道徳性① 0 1 1 5 8 13
道徳性② 1 3 4 6 7 13
メタ認知 5 0 5 5 2 7
自己制御力 8 14 22 22 18 40
思考力 1 3 4 7 2 9
感覚知覚 9 7 16 6 8 14
運動技能 0 3 3 11 10 21
言語能力① 9 14 23 25 15 40
言語能力② 4 1 5 1 1 2








































































=10.3, p<.05）， 道 徳 性 ②（ χ2(1)=4.8, p<.05）， 自 己









まず，第１回の前半 a と第２回の前半 c を比較したと
ころ，自己制御力（χ2(1)=6.5, p<.05），思考力（χ2(1)=4.5, 
p<.05），運動技能（χ2(1)=11.0, p<.05），言語能力①

































このように，第１回前半 a に比べて第２回前半 c の方
がよりよく考えながら試してみようという内容が増え
ていることが分かった。
　運動技能に関しては，第１回前半 a では０項目で
あった。一方，第２回前半 c では「四角の枠にかたどっ
た積み木を慎重に高く積み上げ，それを両手で両側か
ら支えるようにきちんと揃える」「自分たちの頭の高
さを超えるぐらい積み上げ，背伸びしながらでも積み
木がぐらつかないように積み上げる」というような姿
が見られた。このように，第１回前半 a に比べて第２
回前半 c の方がより高く積み木を積み上げることに取
り組んでいる内容が増えていることが分かった。
　言語能力①に関しては，第１回前半 a では「いいよ」
「でもさ・・・」というように相談する姿，「もしかし
て迷路？」「うん，そうそう」というように尋ねたり
それに答えたりするというような姿が見られた。第２
回前半 c では「６階建てえ」「７階建てえ」というよ
うに楽しさを共感しながら作っている姿，「壊しちゃ，
だめ」「違う」というように思いを主張し合うという
ような姿が見られた。このように，第１回前半 a に比
べて第２回前半 c の方が，共感し合ったり，思いを主
張し合ったりする内容が増えていることが分かった。
　次に後半について，第１回後半 b と第２回後半ｄ
を比較したところ，第２回後半ｄの方が第１回後半 b
よりも有意に多くなっている項目は見られなかった。
　以上のことから，χ2検定により幼小接続期に必要
な能力と保育者のかかわりに基づいた保育実践の効果
を検証した結果についてまとめてみると，次のとおり
である。今回設定した幼小接続期に必要な能力として
設定した10項目のうち，保育実践の第１回と第２回で
有意差が見られたのは，道徳性①，道徳性②，自己制
御力，運動技能，言語能力であった。期間中の観察に
も見られたように，保育者が上記の能力に着目して保
育実践を行った効果があらわれたということが考えら
れる。次に，自発性，有能性，メタ認知，思考力，感覚・
知覚，表現力に関しては，第１回と第２回では有意差
が見られなかった。この要因としては次の２点が考え
られる。１点目は，幼児の能力のとらえ方についてで
ある。幼児の能力に着目することで幼児を見取る視点
は明確になっているが，10の項目数は保育者にとって
は多すぎて，実際の保育に反映しづらいということが
考えられる。また，10の能力の水準が多様であり，例
えば保育者にとって運動技能はとらえやすいが，自発
性は概念が広すぎて逆にとらえづらいということが考
えられる。そのような意味では，今後10の能力を再整
理する必要がある。２点目は，保育実践の効果検証の
方法についてである。本研究では検証の方法として積
み木を使用している。しかし，積み木で遊んでいる姿
からはとらえづらい能力もあった。例えば有能性は，
もっと活動的でダイナミックな遊びであれば，より見
取りやすいと考えられる。そのような意味では保育実
践の効果検証のためには様々な課題の設定の仕方が必
要である。
まとめ
　本研究では，各地域・園で幼小接続期カリキュラム
が作成・実施され始めている中で，保育者の側ではな
く幼児自身の成長を詳細に見るために幼児の能力に着
目した。幼児の能力に着目することで，幼児を見取る
視点が明確になり，それに基づいた保育実践を行うこ
とで，その効果を検証することができたということが
本研究における成果であり，今後の幼小接続期におけ
る保育実践の質を高めていくことに資すると期待す
る。
　一方，幼児の能力に着目した保育実践の効果検証の
方法や保育者による幼児の能力のとらえ方には課題が
残った。特に，保育者が保育実践を行う中で能力を見
取る視点や能力そのものの精選などについて今後も追
究していく必要がある。
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